
か
ら
様
々
な
三
重
県
の
取
組
み
に
つ
い
て

詳
し
く
お
話
し
を
い
た
だ
い
た
後
に
、鈴

鹿
亀
山
道
路
・
国
道
306
号
線
を
始
め
と
す

る
市
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
、更
に

は
当
所
と
し
て
も
長
き
に
亘
り
積
極
的

に
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す“
リ

ニ
ア
中
央
新
幹

線
”に
つ
い
て
も

名
古
屋
以
西
の

ル
ー
ト
・
県
内

駅
位
置
の
早
期

確
定
に
向
け
た

取
組
み
か
ら
リ

ニ
ア
事
業
に
対

す
る
気
運
醸
成

な
ど
、多
岐
に

亘
り
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

産
業
功
労
者
表
彰 

受
賞

顧
問 

岩
佐
憲
治
氏（
亀
山
急
送
㈱
）

　

去
る
11
月
20
日（
水
）三
重
県
庁
講
堂

に
て
、岩
佐
顧
問（
前
会
頭
）が
会
頭
就
任

以
来
、積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線

誘
致
活
動
や

地
域
産
業
の

振
興
発
展
へ

の
寄
与
に
対

し
、表
彰
を

受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま

す
。旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
よ
り
、岩
佐
前
会
頭
か
ら
重

責
あ
る
会
頭
職
を
ご
指
名
い
た
だ
き
、身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。諸
先
輩
方
の
想
い
と
情
熱
を

謙
虚
に
受
け
止
め
、引
き
続
き
、精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、会
員
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、亀
山
商
工
会
議
所
は
、

本
年
も
活
動
の
基
軸
を「
中
小
企
業
の
活

力
強
化
」と「
地
域
の
創
造
」を
念
頭
に
、

当
市
の
更
な
る
発
展
と
成
長
に
寄
与
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、こ
の
地
域
は
恵
ま
れ
た
道
路
網
を

背
景
に
亀
山
関
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
産
業
団
地

へ
新
た
な
企
業
進
出
・
操
業
が
活
発
に
行

わ
れ
る
と
共
に
、長
き
に
亘
り
、亀
山
市
へ

の
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
三
重
県
停
車
駅
及
び

概
略
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
な
ど
が
市
内
３
か
所
で
実
施
さ
れ
、早

期
事
業
着
手
に
向
け
た
環
境
が
い
よ
い
よ

整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
太
宗
を
占
め
る
中
小・小

規
模
企
業
及
び
中
堅
企
業
の
急
激
な
経

営
環
境
変
化
へ
の
対
応
に
対
し
、小
規
模

事
業
者
支
援
法
に
基
づ
き
認
定
を
受
け
た

「
経
営
発
達
支
援
計
画
」を
軸
に
、関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、企
業
の
持
続
的

成
長
へ
向
け
て
伴
走
型
支
援
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
も
、こ
の
ま
ち
に
住
む
人
々
と
こ
の

地
域
で
事
業
を
展
開
す
る
多
く
の
企
業

が
輝
く
た
め
、事
業
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、こ
の
地
域
の
活
力
増
進
に
努
め
、会

員
と
商
工
会
議
所
の
繋
が
り
を
強
化
し
、

新
た
な
時
代
に
即
し
た
商
工
会
議
所
の

活
動
基
盤
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
発
展
を
祈
念
し
、新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

三
重
県
知
事
経
済
講
演
会
を
開
催

　

去
る
12
月
5
日（
木
）17
時
45
分
よ
り
、

亀
山
商
工
会
館
に
て
、三
重
県
知
事 

一
見 

勝
之 

様
を
講
師
に
お
招
き
し
、経
済
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、当
所
役
員
・
議
員
を
中
心
に

60
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
聴
講
い
た
だ
き
、

「
ふ
る
さ
と
を
守
り
、未
来
へ
つ
な
ぐ
」と

題
し
て
、ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
見
知
事
か
ら
は
、①
ト
ピ
ッ
ク（
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
制
作
・
防
災
・
減
災
、県
土

強
靭
化
の
推
進
）②
知
事
就
任
後
の
主
な

動
き（「
正
気
」を
軸
に
愚
直
に
実
直
に
）

③
今
後
30
年
先
を
見
据
え
て
～
克
服
す

べ
き
課
題
～
と
３
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
対
策
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去
る
11
月
21
日（
木
）

川
森
会
頭
が
三
重
県
商

工
会
議
所
連
合
会
の
副

会
長
と
し
て
、国
土
交

通
省
政
務
三
役
・
関
係

部
局
な
ど
へ
、リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
建
設
促
進

に
向
け
た
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施

　

去
る
12
月
12
日（
木
）15
時
よ
り
、津
商

工
会
館
に
て
、中
部
地
方
整
備
局
と
三
重

県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
意
見
交
換
会

が
実
施
さ
れ
、堀
田
副
会
頭
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、中
部
地
方
整
備
局 

佐
藤 

寿

延
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
13
名
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
、各
商
工
会
議
所
会

頭
よ
り
地
域
の
課
題
や
要
望
を
発
言
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
部
地
方
整

備
局
よ
り
社
会
資
本

整
備
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
き
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
、と
り
ま

と
め
に
対
す
る
意
見

交
換
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
19
日（
火
）に
建
設
部
会（
部

会
長 

山
内
章
央
氏
）が
主
管
と
な
り
、全

部
会
合
同
で
大
阪
・
関
西
万
博
の
建
設

現
場
視
察
見
学
会
を
公
益
社
団
法
人

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
の
ご

協
力
を
賜
り
開
催
し
、各
部
会
か
ら
総
勢

26
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
阪
府
咲
洲
庁
舎
の
50
階
に
あ

る
会
議
室
に
て
、開
幕
ま
で
半
年
を
切
っ

て
い
る
中
で
現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
や

開
催
時
の
イ
ベ

ン
ト
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、日

本
国
際
博
覧
会

協
会
の
堤
様
よ

り
資
料
に
基
づ

い
て
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
を

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。説
明

後
に
は
大
阪
・

関
西
万
博
の
会

場
で
あ
る
夢
洲

を
展
望
さ
せ
て

い
た
だ
き
、現

場
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
27
日（
水
）に
亀
山
市
文
化
会

館
に
て
、鈴
鹿
税
務
署
の
職
員
を
講
師
に

迎
え
、「
年
調
減
税
事
務 

実
務
対
応
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
42
事
業
所

か
ら
48
名
の
方
が
参

加
さ
れ
、昨
年
6
月
か

ら
始
ま
っ
た
定
額
減

税
制
度
と
制
度
に
対

応
し
た
年
調
減
税
事

務
に
つ
い
て
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。

経
営
よ
ろ
ず
相
談
会
を
開
催

　

去
る
12
月
４
日（
水
）13
時
30
分
か
ら
亀

山
商
工
会
館
に
て
、毎
年
恒
例
の
庶
業
部

会（
部
会
長 

中
川
賢
一
氏
）･

中
小
企
業
相

談
所
共
催
に
よ
る
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、弁
護
士
、税
理
士
、社
会
保
険

労
務
士
、中
小
企
業
診
断
士
等
、当
所
庶
業

部
会
に
所
属
す
る
各
分
野
の
専
門
家
と
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
四
日
市
支
店
等
か
ら

相
談
員
に
お
招
き
し
、多
数
の
市
内
の
事

業
者
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
末
資
金
等
の
融
資
相
談
の
他
、本
年

は
定
額
減
税
へ
の
対
応
等
、熱
心
に
相
談

し
て
い
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
期
間

令
和
７
年
４
月
13
日（
日
）～
10
月
13
日（
月
）

※�

チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
専
用
サ
イ
ト
か
ら

の
購
入
の
み
と
な
り
ま
す
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
経
済
団
体

連
合
会 

令
和
６
年
度
要
望
を
実
施

定
額
減
税『
年
調
減
税
事
務
』

実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが事業資金借入をされる際の
「公的な保証人」となってサポートします。お気軽にご相談ください。

https://www.cgc-mie.or.jp/

本　　　店 059-229-6021（代表）
四日市支店 059-353-9161（代表）

HP Instagram

since 1949
th

「創業継承支援ローン」
三重県信用保証協会および政策金融公庫への
融資申込みと合わせてお申込みいただけます。

創業・事業継承の実現に向けて事業者の方を応援・支援いたします。

― 詳しくはお近くの窓口までお問い合せください ―

亀山支店 ℡０５９５-８２-２６１１

融資限度額
500万円
融資限度額
500万円
融資限度額
500万円 1.0％1.0％1.0％変動

年利
変動
年利
変動
年利

部
会
合
同
視
察
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
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①
消
費
税
額
の
計
算
方
法
と

イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
10
月
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
に
よ
り
消
費
税
の
確
定
申
告
が
従
来
よ

り
煩
雑
と
な
り
ま
し
た
。確
定
申
告
に
向

け
て
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
、課
税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費
税

額
に
つ
い
て
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
の
有

談
所
コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
６
年
12
月
16
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

補給対象資金 資金使途 補給額 申請期限

日 

本 

公 

庫 

①小規模事業者経営改善資金
②生活衛生関係営業経営改善資金

設備資金
※�R2年3月17日以降の

融資は運転資金も可

支払利息年1％以内
(但し､60ヵ月以内)
※�R2.3.17以降の融資は

補給率が拡充されます
毎年1月から
2月末日まで下記の創業融資制度のうち所定の

資金
①新企業育成貸付
②新企業育成・事業安定等貸付
※詳細はHPをご確認ください。

借入額1,500万円以内
かつ所定の貸付条件を
みたすもの

支払利息年１％以内
（但し､36ヵ月以内）

≪ 亀山市の利子補給制度 ≫

無
に
よ
っ
て
仕
入
税
額
控
除
の
額
が
異
な

る
た
め
、別
々
に
集
計
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
無
く
て
も

仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
る
場
合

　

左
記
に
該
当
す
る
事
業
者
の
少
額
な
取

引
に
つ
い
て
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
不

要
と
な
り
ま
す（
少
額
特
例
）。

申
告
書
等
の
控
え
へ
の

収
受
日
付
印
の
押
な
つ
廃
止
に
つ
い
て

　

税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
手
続

き
見
直
し
の
一
環
と
し
て
、令
和
７
年
１

月
か
ら
申
告
書
等
の
控
え
に
収
受
日
付
印

の
押
な
つ
が
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

様
々
な
手
続
き
で
収
受
日
付
印
付
き
の

申
告
書
等
の
控
え
を
利
用
さ
れ
て
い
た
事

業
所
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

収
受
日
付
印
の
押
な
つ
廃
止
の
詳
細
は

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
の
納
付
期
日
は
、納
期
の
特

例
の
適
用
対
象
事
業
所
の
み
、１
月
20
日

（
月
）で
す
。納
付
期
日
を
過
ぎ
る
と
不
納

付
加
算
税
等
の
追
加
の
納
付
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。年
調
減
税
事
務
や
税
額

が
わ
か
ら
な
い
方
は
、必
要
書
類
を
ご
持

参
の
う
え
、当
所
へ
お
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

当
所
に
ご
相
談
の
際
は
個
人
番
号
の
記

載
欄
等
へ
の
事
前
の
ご
記
入
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※�

納
付
税
額
が「
０
」で
あ
っ
て
も
納
付
書

を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

毎
月
納
付
の
事
業
所
の
方
は
１
月
10
日

（
金
）が
納
付
期
日
で
す
。納
期
の
特
例

を
申
請
す
る
と
半
年
分
を
ま
と
め
て
納

付
可
能
で
す
。

亀
山
市
の
利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

　

亀
山
市
で
は
、市
内
に
主
た
る
事
業
所

又
は
営
業
所
を
有
し
、日
本
政
策
金
融
公

庫
の
所
定
の
事
業
資
金
の
制
度
融
資
利
用

者
に
対
し
、支
払
っ
た
利
息
の
一
部
又
は

全
額
を
補
給
す
る
利
子
補
給
制
度
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。該
当
さ
れ
る
方
で
申
請

が
ま
だ
の
方
は
、各
自
で
直
接
、亀
山
市
へ

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

亀
山
市
産
業
環
境
部 
商
工
観
光
課

商
工
業
振
興
Ｇ 

℡
８
４-
５
０
４
９

計算方法

消費税額　＝

仕入税額控除

－
課税売上げに
係る消費税額※
（売上税額）

※�消費税額は、税率ごと
に区分して計算する
必要があります。

課税仕入れ等に
係る消費税額※
（仕入税額）

「簡易課税」又は「２割特例」の適用を受ける事業者を除き、
インボイスの保存が無ければ仕入税額控除ができません。
※�ただし、一定の期間はインボイスが無い場合でも仕入税
額相当額の一定割合(令和８年９月末までは80％)を仕
入税額として控除できる経過措置が設けられています。

【 消費税額の計算方法の概要 】 確
定
申
告
に
向
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
特
集

年
末
調
整
の
納
付
期
日
が
迫
っ
て
い
ま
す

－ 3 －

《
少
額
特
例
と
は
》

一
定
規
模
以
下
の
事
業
者（
※
１
）が

行
う
課
税
仕
入
れ
に
係
る
支
払
対
価

の
額
が
１
万
円
未
満
の
取
引
は
帳
簿

の
み
の
保
存
で
仕
入
税
額
控
除
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

（
※
１
）基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

１
億
円
以
下
又
は
特
定
期
間
の
課
税
売

上
高
が
５
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者



、創
立
40
周
年
記
念
事
業『
創
っ
て

亀
山
を
味
わ
っ
て
く
だ
祭
』を
開
催

　

去
る
11
月
30
日（
土
）に
亀
山
市
立
図
書

館
に
て
創
立
40
周
年
記
念
事
業『
創
っ
て

亀
山
を
味
わ
っ
て
く
だ
祭
』を
開
催
し
、女

性
部
会
員
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

亀
山
市
の
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ

た
図
書
の
寄
贈
に
対
し

て
中
原
教
育
長
よ
り
感

謝
状
を
い
た
だ
い
た

後
、開
催
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
多
く
の

子
ど
も
と
保
護
者
に
参

加
い
た
だ
き
、お
弁
当

も
販
売
開
始
後
す
ぐ
に

完
売
で
き
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

臨
時
会
員
総
会・

11
月
例
会
を
開
催

　

去
る
11
月
22
日（
金
）に
亀
山
商
工
会
館

2
階
ホ
ー
ル
に
て
臨
時
会
員
総
会
及
び
11

月
例
会
を
開
催
し
、28
名
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

臨
時
会
員
総
会
で
は
令
和
7
年
度
の
新

会
長
及
び
新
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
11
月
例
会
で
は
か
め
や
ま

め
っ
ち
ゃ
委
員
会（
委
員
長 

米
倉 

大
介
）の

担
当
で
、講
師
に
株
式
会
社
あ
る
や
う
む　

代
表
取
締
役 

畠
中 

博
晶 

様
を
お
招
き
し
、

　
「W

eb3

を
用
い
て
価
値
を
見
直
す
！？

新
た
な
マ
ネ
タ
イ
ズ
ポ
イ
ン
ト
の
発
見
！
」

を
テ
ー
マ
に
講
師
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

中
で
、様
々
な
分
野
でW

eb3

が
活
用
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。今
例
会
で
はW

eb3

に
つ

い
て
知
識
を
付
け
、活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
企
業
の
発

展
は
も
と
よ
り
、

今
ま
で
価
値
の

な
か
っ
た
事
柄

が
革
新
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
創
出
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 青

年
部
通
信

  

女
性
部
通
信

9,000万人の受験実績を誇る産業界の信頼ブランド

商工会議所の検定試験
【第169回日商簿記検定のご案内】
・試 験 日　令和７年２月23日(日）
・試験時間　３級　 9：00～
　　　　　　２級　13：30～
・試験会場　亀山商工会館
・受 験 料　３級　3,300円
　　　　　　２級　5,500円　
・申込期間　１月６日(月)～１月27日(月)

お問合せ先 亀山商工会議所 ℡ 0595-82-1331
受 付 時 間 ８:30～ 17:00（土日祝除く）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

6日（月）
8日（水）
8日（水）
14日（火）
17日（金）
28日（火）

1日（土）

12日（水）
12日（水）
23日（日）
26日（水）

１月

２月

御用始め
新春賀詞交歓会
記帳継続指導
青年部役員会
青年部新年例会
女性部会員交流事業

三重県商工会議所青年部連合会
三重県連大会亀山大会
青年部役員会
記帳継続指導
第169回簿記検定
記帳継続指導

環
境
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
№7

【
環
境
・
企
業
Ｐ
Ｒ
活
動
を

北
勢
名
物
亀
山
大
市
に
て
実
施
し
ま
す
】

　

２
０
５
０
年
問
題（
地
球
温
暖
化
・

脱
炭
素
・
生
物
多
様
性
・
海
洋
汚
染
な

ど
）と
し
て
、世
界
規
模
で
地
球
環
境

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
中
、当
地
域
に
お
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、左
記
の
通
り
、

企
業
で
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

環
境
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
課
題

や
取
り
組
み
な
ど
も
異
な
り
ま
す
が
、

今
回
は
生
物
多
様
性
・
フ
ー
ド
ロ
ス
・

脱
炭
素
な
ど
の
テ
ー
マ
で
実
施
し
ま

す
の
で
、ご
来
場
の
際
に
は
是
非
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
時
：�

令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）

10
時
か
ら
14
時
ま
で

場
所
：�

協
働
セ
ン
タ
ー
み
ら
い 

北
側
駐
車
場

（
亀
山
市
東
町
１
丁
目
８-

７
）

催
し
：�

企
業
・
行
政
に
よ
る
環
境
Ｐ
Ｒ
展
示

小
学
生
以
下
対
象
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

キ
ッ
ズ
対
象
ス
ポ
ー
ツ
体
験（
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
テ
ニ

ス
・
ラ
グ
ビ
ー
・
バ
ス
ケ 

な
ど
）

詳細はこちら
↓

北勢名物
亀山大市
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